
の
状
態
を
悪
化
さ
せ
ま
す
。
一
方
、
歯
周
治
療
に
よ
っ

て
歯
周
組
織
か
ら
産
生
さ
れ
る
Ｔ
Ｎ
Ｆ‒

α
量
を
減
少

さ
せ
る
こ
と
で
、
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
少
し
改
善
で

き
ま
す
。

　

最
近
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
し
て

肥
満
が
問
題
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
先
進
国
の
現
代
病
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。
肥
満
の
人
は
肥
満
細
胞
か
ら
も
Ｔ

Ｎ
Ｆ‒

α
が
分
泌
さ
れ
て
イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
高
め

る
た
め
、
歯
周
治
療
の
効
果
が
出
に
く
い
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

　

心
臓
病
に
は
遺
伝
の
他
に
、
ス
ト
レ
ス
、
食
生
活
、

喫
煙
お
よ
び
運
動
不
足
な
ど
の
生
活
習
慣
が
関
わ
り
ま

す
が
、
歯
周
病
の
関
与
も
示
唆
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
内

膜
炎
で
亡
く
な
っ
た
人
を
病
理
解
剖
す
る
と
、
歯
周
病

関
連
細
菌
が
心
臓
の
弁
に
付
着
し
て
い
ま
す
。
内
膜
は

心
臓
の
内
側
を
覆
う
膜
で
、
心
臓
の
弁
も
構
成
し
て
い

ま
す
。
そ
こ
に
細
菌
が
付
着
し
炎
症
が
起
き
る
と
細
菌

性
心
内
膜
炎
に
な
り
ま
す
。

　

歯
周
病
原
細
菌
と
動
脈
硬
化
の
関
係
に
つ
い
て
の
報

告
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
歯
周
病
原
細
菌
も
し
く
は

細
菌
が
出
す
毒
素
の
影
響
に
よ
っ
て
、
血
栓
が
形
成
さ

れ
、
血
管
が
慢
性
炎
症
に
よ
っ
て
硬
く
な
り
血
流
が
悪

く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

誤
嚥
に
よ
り
歯
周
病
原
細
菌
を
含
め
た
口
腔
内
細
菌

　

歯
周
病
と
２
型
糖
尿
病
の
双
方
向
性
の
関
係
に
つ
い

て
、
研
究
論
文
が
最
も
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
歯

周
病
（
歯
周
炎
）に
な
る
と
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
に
棲
む
歯
周

病
関
連
細
菌
が
毒
素
を
分
泌
し
、
白
血
球
を
刺
激
す
る

こ
と
で
、
炎
症
性
サ
イ
ト
カ
イ
ン
を
産
生
し
ま
す
。
と

り
わ
け
腫
瘍
壊
死
因
子
（
Ｔ
Ｎ
Ｆ‒

α
）が
イ
ン
ス
リ
ン

抵
抗
性
を
高
め
る
（
血
糖
を
調
節
す
る
ホ
ル
モ
ン
で
あ

る
イ
ン
ス
リ
ン
の
効
き
を
悪
く
す
る
）こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）。
２
型
糖
尿
病
の
患
者
さ
ん

は
イ
ン
ス
リ
ン
が
効
き
に
く
く
、
血
中
の
糖
質
濃
度
が

高
く
な
り
、
感
染
し
や
す
く
な
る
と
と
も
に
血
管
が
厚

く
な
っ
て
血
液
循
環
が
悪
く
な
り
ま
す
。
歯
周
病
は
こ

　

歯
周
病
は
「
歯
の
周
り
の
病
気
」で
、
感
染
性
の
炎
症

性
疾
患
で
す
。
歯
周
病
に
罹
患
す
る
と
歯
と
歯
ぐ
き
の

境
目
の
溝
（
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
）は
５
～
６
ミ
リ
以
上
に
な

り
、
歯
が
28
本
あ
れ
ば
、
手
の
平
サ
イ
ズ
で
す
（
図
１
）。

歯
周
病
を
放
置
す
る
と
、
慢
性
的
に
軽
微
な
菌
血
症
と

炎
症
反
応
が
持
続
し
、
全
身
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、糖
尿
病
、心
血
管
系
疾
患
、誤ご

嚥え
ん

性せ
い

肺
炎
、

早
産
、
骨
粗
鬆
症
、
慢
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
認
知
症
な

ど
と
の
関
係
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
（
図
２
）。
歯
周
病

と
他
の
疾
患
と
の
関
係
を
研
究
す
る
学
問
分
野
は
ペ
リ

オ
ド
ン
タ
ル
メ
デ
ィ
シ
ン
（periodontal m

edicine

：

歯
周
医
学
）と
呼
ば
れ
て
お
り
、
世
界
中
で
数
多
く
の

研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　歯周病は全身の病気と深い関わりをもつといわれています。日本歯
周病学会にご協力をいただき、歯周病についてのお話をうかがいます。
　第6回は「ペリオドンタルメディシン（総論）」です。

本当は怖い「歯周病」　

ペリオドンタル
メディシン（総論）

第 6回連載

歯周病予防のため、年に１、2回は歯科医院で
定期健診を受けましょう。

次
号
は
「
歯
周
病
と
糖
尿
病
」で
す
。

が
肺
に
入
る
と
肺
炎
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
肺
炎
に
な

る
ケ
ー
ス
の
多
く
は
高
齢
者
や
抵
抗
力
が
衰
え
た
寝
た

き
り
の
方
で
す
。
介
護
の
現
場
で
は
、
口
腔
ケ
ア
を
行

う
こ
と
で
、
誤
嚥
性
肺
炎
を
３
割
以
上
抑
制
で
き
た
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
と
早
産
・
低
出
生
体
重
児
の
関
係
に
つ
い
て
、

妊
婦
が
中
等
度
か
ら
重
度
の
歯
周
病
に
か
か
っ
て
い
る

と
早
産
・
低
出
生
体
重
児
の
リ
ス
ク
が
７
・５
倍
も
高
く

な
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
否
定
的
な

研
究
も
報
告
さ
れ
、
現
在
も
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

歯
周
病
に
罹
患
し
て
い
る
人
は
骨
粗
鬆
症
と
診
断
さ

れ
る
確
率
が
高
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
骨
粗
鬆
症
に
か
か
る
方
は
閉
経
後
の
女
性
に
多
い
こ

と
と
、
歯
周
病
が
40
歳
代
か
ら
急
激
に
増
え
る
こ
と
と

一
致
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
歯
周
病
と
骨
粗
鬆
症
と
の

関
連
性
は
低
い
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説
も
あ
り
、
エ

ビ
デ
ン
ス
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

疫
学
研
究
で
は
「
微
差
」を
統
計
学
的
に
評
価
す
る
た

め
、
個
人
ご
と
の
評
価
ま
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
多
因
子

性
疾
患
の
場
合
、
疫
学
研
究
の
限
界
も
あ
る
で
し
ょ
う
。

将
来
的
に
は
、
個
人
ご
と
の
診
断
に
基
づ
い
た
「
個
別

化
医
療
」が
理
想
で
す
。

1988年岡山大学歯学
部卒業、1992年岡山
大学大学院歯学研究科
修了、1993年英国グ
ラスゴー大学歯学部研
究員、1996年岡山大
学歯学部助手、2006
年明海大学歯学部助教
授、2007年奥羽大学
歯学部歯科保存学講座
歯周病学分野教授、現
在に至る。

高
たか

橋
はし

　慶
けい

壮
そう

先生
奥羽大学歯学部歯科保存学講
座歯周病学分野教授、日本歯
周病学会専門医・指導医、日
本歯科保存学会専門医・指導
医、日本顎咬合学会指導医

し
ょ
う

歯
周
病
は
全
身
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す

図１

図2

タバコ有害物質の影響による
歯周組織の破壊増大イメージ 歯

周
病
と
糖
尿
病
・
肥
満

歯
周
病
と
心
血
管
系
疾
患

誤
嚥
性
肺
炎

早
産
、
骨
粗
鬆
症
と
の
関
係

5mm以上の歯周ポケットのある歯

歯周病
原性細菌

5mm

28本 72cm2×

8cm

9cm

血行を介して全身へ

手のひらと
ほぼ同サイズ

歯周病

脳血管疾患（脳梗塞）

腎炎

皮膚疾患

歯周病
原性細菌が
全身に拡散

メタボリックシンドローム
糖尿病、肥満、高血圧、高脂血症

妊娠トラブル
早産、低体重児出産

バージャー病
中年喫煙男性

心臓疾患
心筋梗塞、細菌性心内膜炎

骨粗鬆症

関節炎

ピロリ菌感染胃疾患

誤嚥性肺炎

認知症

糖尿病

ＴＮＦ－α

インスリン

内毒素

歯周病

白血球

肥満細胞

インスリン
抵抗性を
引き起こす

働き低下

図3
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